
 

 

 

 

 

 

 

１１月２７日（水）
に、的場亮先生をお

招きし、進路講演会
を開催しました。 

的場先生は現在、
日本全国の中学校や
高等学校はじめ、企
業などで、講演を行

っている講演家です。
今回も大変心に残るお話をしていただきました。生徒
だけでなく、私たち教職員も、今後の生き方について
深く考える機会となりました。 

見出しの「当たり前ではないことを当たり前と思う
てへんか？」という言葉は、講演の中で特に深く印象

に残った言葉でした。感想を書いてもらいました。各
学年一人ずつですが、紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

講演を聞く前の自分は、「がんばる！」と決めても
やっぱり自分はダメなんだ、出来ないんだってあきら
めていた。勉強もスポーツもずべて苦手な私。「くや
しいな」って思った自分。でも、そこで頑張ろうとし
なかった自分に今、後悔です。 

その後悔や悔しみ、憎しみ、自分の頑張りに気づい
たのは、この講演を聞いたからです。家族にも色々迷
惑をかけていることにも気づかな
かった私。日々感謝が足りなかった
と思いました。あの最後の動画を３
本見た時、本当に感動しました。だ
から、これからは先生が言っていた
ように、自分の人生に責任を持って
これから日々努力を続けたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来を考えるに当たって、とてもためになる話をし
ていただいたと思いました。「見方が変われば、考え
方も変わる」私はこの言葉が心に残りました。何でも
すぐにあきらめる自分、おこられた時にすぐにふてく
される自分、それぞれ見方を変え、考え方を変えてみ
ようと思います。顔の表情は人生の履歴書というのも、

改めてそうだと感じました。私も時々作り笑いをして
しまうので、今後は最高な笑顔で自然とできるように
なりたいです。信念の話は、浅田真央選手の映像を見
て「こういうのが信念なんだ」と思いました。最後の
３本の映画、とても感動しました。感謝の言葉、普通
には出てこないけど、何かと一緒に贈る
のも良いと思いました。今度、家族に「あ
りがとう」の一言をプレゼントしようと
思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小学生の頃の夢が「旅人」だったと聞いて、大き

な夢だけどとてもいいなと思いました。バックパッカ
ーの本を読んで少し興味をもっていたので、日本全国
をまわり講演をしているのは、とても格好いいと感じ
ました。困難を簡単にするには、数をこなすことが大
切だと学び、私も苦手な教科を信念を持って一点集中
の反復練習で克服していきたいです。高校へ行って何

をしたいかという明確な理由がまだないので、しっか
り考える必要があると思います。先生
の講演をしっかり胸に刻んで、これか
ら受験はもちろん、将来にも生かして
いきたいです。 

 

 ～一瞬の感動を人生のきっかけに～ 
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的場 亮 先生 進路講演会 
「大切なことは、大切なことを 大切にすること」 

・・印象に残った言葉・・ 

「悔しくて泣けるくらい、『今』を生きよう」 

《１年生より》 

・・印象に残った言葉・・ 

「見方が変われば、考え方も変わる」 

《２年生より》 

・・印象に残った言葉・・ 

「自分の人生に責任を持つ」 

《３年生より》 

当たり前ではないことを、 

当たり前と思うてへんか？ 


